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商品市況展望  

平成 24 年 9 月 2 日記 

 

    9 月に入っても残暑が厳しいこの頃だが、米国市場は 9 月 3 日（月）がレーバーデーで休場。

その 3 連休前の市場では、ジャクソンホールでのバーナンキ FRB 議長が講演し、｢必要があれば必要があれば必要があれば必要があれば

追加金融緩和に踏み切る追加金融緩和に踏み切る追加金融緩和に踏み切る追加金融緩和に踏み切る｣と QE3 に言及。それを好感してドル安に振れ、貴金属や石油などが急

騰している。 

 もっとも｢必要があれば…｣という事で、その必要というのは｢景気回復強化と労働市場改善促景気回復強化と労働市場改善促景気回復強化と労働市場改善促景気回復強化と労働市場改善促

すため、必要ならばすため、必要ならばすため、必要ならばすため、必要ならば…………｣という事であり、問題は 9 月の雇用統計の内容次第なのかもしれない。

逆に言えば今後出てくる雇用統計が良くて、｢必要がない｣となれば、一転して金融緩和は無いか

もしれないのだから。 

 

 9 月の重要なスケジュールを見てみると、6666 日日日日（木）（木）（木）（木）ECBECBECBECB 理事会、理事会、理事会、理事会、7777 日日日日（金）（金）（金）（金）米雇用統計、米雇用統計、米雇用統計、米雇用統計、12121212

～～～～13131313 日日日日（木）（木）（木）（木）FOMCFOMCFOMCFOMC 理事会理事会理事会理事会と続くわけで、さて本当に米国は金融緩和をするかどうかに注目だ。 

 もしも QE3 が実際に行われるようなら、それこそ金相場が 5000 円に向かって暴騰して行って

もおかしくないだろうし、逆に見送りとなればまた急落してもおかしくないだろう。問題は 7

日の雇用統計でどんな数字が出るかだろうし、FOMC の結果次第である。 

 

 相場が大きく動く時は、何かに期待した時、何かに失望した時だ相場が大きく動く時は、何かに期待した時、何かに失望した時だ相場が大きく動く時は、何かに期待した時、何かに失望した時だ相場が大きく動く時は、何かに期待した時、何かに失望した時だ。この週末の貴金属・石油

の上昇は｢金融緩和に期待した｣わけであり、先週の下落局面では同じ材料を｢金融緩和が無いの

ではと失望｣していたわけである。相場というものはそういういい加減なところがあるわけで、

結果が出るまではこんな動きが続くのかもしれない。 

 また金融緩和＝QE3 という大きな材料が出たとしても、出てしまえば、｢出たら終い｣となるか、

それとも強烈なトレンドがそこから発生するかについても、その時になってみないと判らないと

いうのが現実で、そこに頭を使わないといけないという事だ。 

 

 そういう観点か考えれば、国内市場国内市場国内市場国内市場にこのにこのにこのにこの FOMCFOMCFOMCFOMC のののの結果が影響するの結果が影響するの結果が影響するの結果が影響するのは、は、は、は、日本時間日本時間日本時間日本時間 14141414 日（金）日（金）日（金）日（金）

というというというという 3333 連休前の立会いとなる連休前の立会いとなる連休前の立会いとなる連休前の立会いとなる。きっとその日は極端にぶれるんだろうなあ…と今から期待して

いる。そして連休明けの 18 日（火）は、きっと凄まじい動きになるのだろう。 

 

 この激流に飛び込むのか、それともトレンドが出てからゆっくり乗るのかの判断は、それこそ

個人個人の判断であろう。相場に対してどんな戦略、戦法を取るのかは、自分の得意な作戦で臨

むのが良いだろう。 

 だが結局、材料はすべて海外発であり、おそらく国内材料の政局などは何ら材料になりそうも

ないわけで、日本独自の相場というのは全く出そうもないな。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \4,237 30 \4,250 31 

8 月 28 日 \4,197 -40 \4,205 -45 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 29 日 \4,217 19 \4,222   

8 月 30 日 \4,199 -18 \4,207 -15 

8 月 31 日 \4,177 -22 \4,188 -19 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『完全に上に抜けて来た展開である。このまま更なる高値に舞い

上がる可能性が高いのではあるまいか。仮に下げたとしても、そこはまだ押し目買いの好機にな

るだろうから、まずは買って考える相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには 4,2594,2594,2594,259 円（円（円（円（8/278/278/278/27））））の高値まで記録したが、翌 28 日に急落。こ

の下落で一気にチャートが悪化し、週末には 4,1804,1804,1804,180 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。 

しかしその後の夜間取引では、ジャクソンホールでのバーナンキジャクソンホールでのバーナンキジャクソンホールでのバーナンキジャクソンホールでのバーナンキ FRBFRBFRBFRB 議長の発言が伝わり、議長の発言が伝わり、議長の発言が伝わり、議長の発言が伝わり、

NYNYNYNY 金は金は金は金は 30303030 ドル高の急騰となったため、ドル高の急騰となったため、ドル高の急騰となったため、ドル高の急騰となったため、一気に高値更新となる一気に高値更新となる一気に高値更新となる一気に高値更新となる 4,2654,2654,2654,265 円（円（円（円（77777777 円高）まで上昇円高）まで上昇円高）まで上昇円高）まで上昇し

ている。 

 

つまり、先々週号からコメントしている『今後 7/4 の高値 4,175 円及び 6/7 の高値 4,183 円の

上値抵抗線を突破するようなら、5 月以降 3 ヶ月半続いたもみ合い相場から上昇相場へとトレン

ドが変わりそうだ』という動きは、まだ続いているわけだ。 

先週号で、『次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは 5555 月頭の急落前の価格月頭の急落前の価格月頭の急落前の価格月頭の急落前の価格であるであるであるである 4,3004,3004,3004,300 円台円台円台円台。更に加速が付くよう

なら、もみ合いの高値もみ合いの高値もみ合いの高値もみ合いの高値 4,1834,1834,1834,183 円と安値円と安値円と安値円と安値 3,8863,8863,8863,886 円の上下円の上下円の上下円の上下幅幅幅幅 297297297297 円の倍返しの円の倍返しの円の倍返しの円の倍返しの 4,4804,4804,4804,480 円円円円』としたが、

QE3 への期待感でそこまで上げられるか？ 

 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\\\\4,1974,1974,1974,197    

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,177 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,182 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,190 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,189 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,2594,2594,2594,259    8888 月月月月 27272727 日日日日    \3,940 7 月 24 日 \4,188 

2013 年 8 月 \\\\4,2244,2244,2244,224    8888 月月月月 29292929 日日日日    \\\\4,2314,2314,2314,231    8888 月月月月 29292929 日日日日    \\\\4,1804,1804,1804,180    8888 月月月月 31313131 日日日日    \4,188 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 8888/31/31/31/31 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 30.530.530.530.5 ドルドルドルドル高高高高のののの 1687.61687.61687.61687.6 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。高値は高値は高値は高値は 1695.51695.51695.51695.5 ドルドルドルドルまで

あり、8/27 に記録した 1679.3 ドルを一気に上抜けた。まだ 1700 ドル台にはまだ乗せていない

ものの、これは 3333 月以来の高値月以来の高値月以来の高値月以来の高値である。 

為替は 78 円 20 銭台と若干円高であり、国内換算では 15 時半比 73 円高である。この分はすで

に夜間取引で織り込み済みだが、NY 市場は 3 連休入りであるもののその夜間取引は週明けある

ため（シカゴは休場だが）、どのような動きになるのかは注目だ。 

 

しかし先週号でもコメントしたとおり、『チャートチャートチャートチャートではではではでは、、、、1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1640164016401640 ドルドルドルドルででででのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合い

を上放れであるを上放れであるを上放れであるを上放れである。もみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しで 1750175017501750 ドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくない』というのは予測

の範囲内であり、さてそれがどのタイミングで出るかだろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/28282828 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

8/8/8/8/31313131 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、 すでに夜間取引で高値更新をしている相場であり、QE3 期待の

相場は更に高値に舞い上がっても不思議ではないだろう。押し目買い方針の継続がベターであり、

QE3 次第では大相場に発展する相場になる事を期待したい。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \3,912 31 \3,944 30 

8 月 28 日 \3,891 -21 \3,893 -51 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 29 日 \3,864 -29 \3,869  

8 月 30 日 \3,884 20 \3,891 22 

8 月 31 日 \3,809 -75 \3,810 -81 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『押し目買い継続の展開であり、4,000 円台乗せとなれば、

今後もっと金とのサヤを詰める相場となって行くだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週に記録した 3,9733,9733,9733,973 円（円（円（円（8/238/238/238/23））））から下落に転じた相場が、週末には 3,8073,8073,8073,807

円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。 

しかしその後の夜間取引では、ジャクソンホールでのバーナンキ FRB 議長の発言が伝わり、NYNYNYNY

プラチナはプラチナはプラチナはプラチナは 36363636 ドル高の急騰となったため、一気にドル高の急騰となったため、一気にドル高の急騰となったため、一気にドル高の急騰となったため、一気に 3,9003,9003,9003,900 円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇している。NY プラチナの

終値は、国内換算では 15 時半比 90 円高で終わっている。 

 

先週号で『4,000 円台乗せとなれば…』としたわけだが、4,000 円を目前に下げて調整局面を

迎えた相場である。この上昇でまた復活出来るか？ 

NY 市場は 3 連休入りであるが、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\\\\3,8913,8913,8913,891    

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,809 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \3,812 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \3,805 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,466 7 月 24 日 \3,805 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \3,973 8 月 23 日 \3,460 7 月 24 日 \3,807 

2013 年 8 月 \\\\3,8603,8603,8603,860    8888 月月月月 29292929 日日日日    \\\\3,8963,8963,8963,896    8888 月月月月 31313131 日日日日    \\\\3,8073,8073,8073,807    8888 月月月月 31313131 日日日日    \3,810 

 

〇東京プラチナ－東京金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,810 円（プラチナ）－4,188 円（金）＝－－－－333378787878 円円円円。 

 

…中略… 

結論として当方の相場観は、押し目買い方針の継続。株価の動向に注意が必要であり、場合に

よっては金以上に乱高下するだろうが、底は入っている相場だろうと考えているゆえに。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \30,000 -490 \28,300 -120 

8 月 28 日 \29,550 -450 \27,770 -530 

8 月 29 日 \29,480 -70 \27,830 60 

8 月 30 日 \29,780 300 \28,260 430 

8 月 31 日 \29,450 -330 \27,830 -430 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『先物引き継ぎ足では天井を打っているかもしれないが、よほどの需要低下

が見込まれない限りは逆ザヤ進行、高値持ち合いの相場が続くのでは？ 中物中心の買い方針で、

次の需給報告発表を待つのが良いと思われる』とコメントした。 

今週の相場展開は、28,00028,00028,00028,000 円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い。先限引き継ぎ足チャートでは三尊天井の

様相を呈してきているため頭が重いが、かと言って急落するにもファンダメンタルズが強いため、

相場は高値持ち合いの様相を呈して来ている。 

 

先限引き継ぎ足チャートでは、30,30030,30030,30030,300 円（円（円（円（8/138/138/138/13）を突破するの）を突破するの）を突破するの）を突破するのはははは難しい格好にも見える難しい格好にも見える難しい格好にも見える難しい格好にも見える。ネネネネ

ックラインのックラインのックラインのックラインの 27,61027,61027,61027,610 円（円（円（円（8/168/168/168/16）、）、）、）、27,59027,59027,59027,590 円（円（円（円（7/247/247/247/24）を割り込むようなら）を割り込むようなら）を割り込むようなら）を割り込むようなら、、、、3333 万円台を頂点とす万円台を頂点とす万円台を頂点とす万円台を頂点とす

る三尊天井の完成であるる三尊天井の完成であるる三尊天井の完成であるる三尊天井の完成である。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\31,810 8 月 23 日 \21,060 6 月 4 日 \29,450 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\30,950 8 月 22 日 \20,520 6 月 4 日 \29,540 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \30,340 8 月 22 日 \20,820 6 月 4 日 \29,190 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \28,860 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,410 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \27,610 8 月 16 日 \27,830 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/31313131 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 8888....75757575 セントセントセントセント安安安安のののの 799.75799.75799.75799.75 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。8/10 に 849.00849.00849.00849.00

セントセントセントセントまで上昇した後、現在は 8 ドルを挟んだ攻防が続いている。 

下値抵抗線は下値抵抗線は下値抵抗線は下値抵抗線は 786786786786 セント（セント（セント（セント（8/138/138/138/13））））であり、これを割り込むとチャートは悪化するが、現状で

は完全に高値持ち合いの状況。 
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さて天候相場は最終局面を迎えているわけだが、先週発表されたプロ・ファーマーによる単収プロ・ファーマーによる単収プロ・ファーマーによる単収プロ・ファーマーによる単収

予測予測予測予測 120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac、生産高、生産高、生産高、生産高 104104104104 億億億億 7800780078007800 万万万万 BuBuBuBu は、今のところ材料視されていないは、今のところ材料視されていないは、今のところ材料視されていないは、今のところ材料視されていない。 

すでに 100 億 Bu も割り込むという予想も出た事があるわけで、供給に関しては材料織り込み

済みと考えるのが妥当なのだろう。 

 

では今後の材料はと言えば、…中略… 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/22228888 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、チャートの格好は良くないため、ひょっとしたら一度急落して、

買い玉が投げさせられる場面もあるか？ ただし基本的には高値持ち合いで、年末までまだ高い

場面も出る可能性も否定出来ないというのが、今の当方の基本的な考え方である。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \60,100 0 \50,420 380 

8 月 28 日 \59,580 -520 \49,400 -1020 

8 月 29 日 \59,500 -80 \49,990 590 

8 月 30 日 \60,150 650 \50,390 400 

8 月 31 日 \60,440 290 \50,180 -210 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『プロ・ファーマーの生産高低下予測で再び高値追いをする可能性が高まっ

ただろう。シカゴも新高値更新中であり、東京も押し目買い方針に変化無しと見る』とコメント

した。 

今週の相場展開は、先週 8/22 の戻り高値 51,50051,50051,50051,500 円円円円から反落に転じた相場が、49,04049,04049,04049,040 円（円（円（円（8/298/298/298/29））））

まで下落まで下落まで下落まで下落。しかしそこからは、再び 5 万円台は回復しての終了である。 

 

先週出たプロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単収予測収予測収予測収予測 34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac、生産高、生産高、生産高、生産高 26262626 億万億万億万億万 BuBuBuBu のののの発表発表発表発表の割には、頭の割には、頭の割には、頭の割には、頭

が重い印象が否めない展開が重い印象が否めない展開が重い印象が否めない展開が重い印象が否めない展開。 

作柄改善には手遅れのコーンに比べ、…中略… 

 

ただし後述するが、シカゴ大豆は新高値更新中シカゴ大豆は新高値更新中シカゴ大豆は新高値更新中シカゴ大豆は新高値更新中であり、何で東京市場だけこんなに頭が重かっ

たのかが、疑問なところでもある。｢相場は相場に聞け｣という格言もあるわけなので、そんな事

は言ってもせん無いことであるが。 

 

この頭の重い展開は、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \62,100 7 月 23 日 \36,410 

12 月 15

日 

\60,440 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\58,940 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \56,200 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \52,360 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \50,160 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \51,500 8 月 22 日 \47,620 8 月 17 日 \50,180 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/31313131 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11111111 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 7777 セントセントセントセント安安安安のののの 1717171756565656.50.50.50.50 セントセントセントセント。ただし 2013 年 3

月限以降は、プラスで推移である。 
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この日の下落は 3 連休前の整理売りと見られ、前日は 1760 セント台まで上昇で、史上最高値

の更新であった。押しても押しても押しても押しても 17171717 ドル台を維持しているようなら、チャートトレンドは買ドル台を維持しているようなら、チャートトレンドは買ドル台を維持しているようなら、チャートトレンドは買ドル台を維持しているようなら、チャートトレンドは買いのままいのままいのままいのまま

に見えるところだに見えるところだに見えるところだに見えるところだ。 

 

なお東京市場は当先 1 万円超の逆ザヤで、特…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/28282828 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、まだもう一度吹き上げる場面があるのではと考えているものの、

先限引き継ぎ足としては頭が重くなっている印象も否めない。限月ごとの作戦も視野に入れて、

徐々にポジションを変えてゆく作戦も考えないといけないのかもしれない。 

 

 

    



 9 

〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 216.0 2.1 228.6 7.3 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 28 日 222.1 -1.4 226.1  

8 月 29 日 218.0 -4.1 219.5 -6.6 

8 月 30 日 217.0 -1.0 221.3 1.8 

8 月 31 日 215.8 -1.2 217.8 -3.5 

先週号においては『205 円台で底は打っていると考える。225 円と来れば更に戻るだろうが、

235 円からは売り方・買い方の攻防が激しくなるか。短期的には、押し目買い方針に転換である』

とコメントした。 

今週の相場展開は、230.2230.2230.2230.2 円（円（円（円（8/288/288/288/28）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇したが、230 円台で戻り売りを浴びた相場が 220220220220

円割れまで急落円割れまで急落円割れまで急落円割れまで急落。 

 

戻ると売られる展開に今回も変化はなく、約 25 円戻して、すぐに約 15 円下げる展開となった

わけだ。今までも 20 円～30 円戻しては売られる展開で来たわけで、今回もその上限である 30

円戻しの 235 円と来ないかな…と考えたわけだが、そこまでは戻せなかったのが今回の相場だ。 

 

もっとも当先のサヤはかなり縮小当先のサヤはかなり縮小当先のサヤはかなり縮小当先のサヤはかなり縮小し、8 月限納会も 216.0 円と 7 月限納会値 215.5 円よりも僅

かに高く、一代安値の 193.5 円よりはだいぶ高い。期限切れの現物が出て、悪いのでは…という

事前予想から見れば、これは評価出来るのでは。 

すでに 340 円→200 円まで下げた相場であり、まだ上昇トレンドが出るのは先の話ではあろう

が、今回のこの下げで大崩れしないようであれば、底打ち～底練り～相場転換となるのは近いの

ではあるまいか。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 193.5 8 月 15 日 222216.0 16.0 16.0 16.0 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 198.5 8 月 15 日 215.8 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 200.9 8 月 15 日 214.8 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 203.6 8 月 15 日 214.7 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 204.5 8 月 15 日 216.1 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 238.4 7 月 30 日 205.6 8 月 14 日 217.3 

2013 年 2 月 230.0230.0230.0230.0    8888 月月月月 26262626 日日日日    230.2230.2230.2230.2    8888 月月月月 26262626 日日日日    216.4 216.4 216.4 216.4 8888 月月月月 31313131 日日日日    217.3 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、9 月限 215.8 円～2 月限 217.3 円と 1.51.51.51.5 のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は大きく詰まり、

今は同ザヤと言っても良い水準同ザヤと言っても良い水準同ザヤと言っても良い水準同ザヤと言っても良い水準である。 
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週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、8/10 現在で 1,315 トン減の 7,993 トン。9 旬連続の減少であり、国内在

庫はかなり低下した。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、22,000 元台半ばまで戻っていたが、29 日から急落して再び 21,000 元台前半

へ。これが東京市場の下げ要因となった。 

 

タイタイタイタイ政府は、政府は、政府は、政府は、150150150150 億バーツ億バーツ億バーツ億バーツのののの介入資金に上積み介入資金に上積み介入資金に上積み介入資金に上積みを了承しないと発表を了承しないと発表を了承しないと発表を了承しないと発表。まだ最初の 150 億バー

ツも消化しておらず、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、230 円台乗せからすぐに下げてしまった相場であるが、サヤの変

化が相場の変化となるか？ 205 円で底を打っている相場ではあろうから、先物が順ザヤへの回

帰で再び上昇した場合（期近から崩れて順ザヤになった場合はダメだが）、買いトレンドが出る

かどうかに注目したい。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油石油石油石油製品〕製品〕製品〕製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \54,130 160 \54,220 390 

8 月 28 日 \53,910 -220 \52,980 -1240 

8 月 29 日 \53,910 0 \53,240 260 

8 月 30 日 \53,890 -20 \53,500 260 

8 月 31 日 \53,880 -10 \53,260 -240 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『先週は新高値更新後に頭が重くなり、予想通りに調整安は出たものの、一

気に崩れてゆく雰囲気が感じられない。よってこれは単なる指数調整の下げと見て、再び押し目

買い方針に戻るのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は先週記録した高値 98.2998.2998.2998.29 ドル（ドル（ドル（ドル（8/238/238/238/23）から）から）から）から 94949494 ドル台まで下落ドル台まで下落ドル台まで下落ドル台まで下落。

しかし 3 連休前となる週末 8/31 は、バーナンキ議長の発言で急反騰。10 月限は 1.85 ドル高の

96.4796.4796.4796.47 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111111114444 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 111111111111 ドルドルドルドル台台台台での終了となっている。 

 

8/8/8/8/22228888 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、55555555,,,,180180180180 円円円円（（（（8/8/8/8/22222222））））まで上昇し、28 日に大きく下げて 53,00053,00053,00053,000 円割れも記録円割れも記録円割れも記録円割れも記録し、

その後は 53,000 円台でのもみ合いである。 

夜間取引では 54,000 円台まで大きく上昇しているが、…中略… 

    

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \53,880 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \54,370 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \54,020 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \55,530 8 月 22 日 \44,190 6 月 26 日 \53,720 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \55,340 8 月 22 日 \46,240 7 月 3 日 \53,480 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \55,180 8 月 22 日 \48,420 8 月 1 日 \53,260 

  

結論として当方の相場観は、NY 原油はファンドの買い姿勢が強まっている。金融緩和を背景

にした買いかもしれないが、それが実際に行われるかどうかで今後の展開は大きく変わりそう。

現状ではまだ判断がつかないため、更なる上昇相場なるのか、戻りいっぱいなのかを見極めるた

め、様子見するのがベターであろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \67,400 310 \64,810  

8 月 28 日 \66,020 -1380 \63,460 -1350 

8 月 29 日 \66,380 360 \63,790 330 

8 月 30 日 \67,100 720 \63,730 -60 

8 月 31 日 \66,900 -200 \63,310 -420 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『目標値に到達し、予想通りの反落となったものの、

スポットは更に上昇している。よって新規売りまでは避け、更なる買い相場になるのか、調整が

出るのかを、しばし様子見である。休むも相場だ』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末記録した 66665,5605,5605,5605,560 円（円（円（円（8/248/248/248/24）から反落）から反落）から反落）から反落に転じた相場が 63,00063,00063,00063,000 円台円台円台円台

へと下落へと下落へと下落へと下落。（2 月限は 62,000 円台） 

完全に調整局面入りしたと思われたが、週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では 64,50064,50064,50064,500 円台（円台（円台（円台（1,2001,2001,2001,200 円高以上）円高以上）円高以上）円高以上）

と急反騰と急反騰と急反騰と急反騰しており、バーナンキ発言が大きく影響した模様。 

 

発会したばかりの 3 月きりは、…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \66,900 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \64,700 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \66,090 8 月 24 日 \53,530 6 月 26 日 \63,470 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \65,680 8 月 24 日 \53,460 6 月 26 日 \62,980 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \65,560 8 月 24 日 \58,160 7 月 27 日 \62,810 

2013 年 3 月 \\\\64,51064,51064,51064,510    8888 月月月月 27272727 日日日日    \\\\65,38065,38065,38065,380    8888 月月月月 27272727 日日日日    \\\\63,14063,14063,14063,140    8888 月月月月 28282828 日日日日    \63,310 

 

8/8/8/8/31313131 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、7777…中略… 

  

8/8/8/8/25252525 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、65,000 円台は元々の目標値であったわけで、そこから下落して

天井を打っているのか、それとも今後更なる上昇相場があるのかは、QE3 の動向次第であろうと

見ている。よって、しばし様子見で次の相場を考える時期であろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

8 月 27 日 \68,230 630 \67,510  

8 月 28 日 \67,010 -1220 \66,310 -1200 

8 月 29 日 \67,250 240 \66,620 310 

8 月 30 日 \67,800 550 \67,050 430 

8 月 31 日 \67,750 -50 \66,870 -180 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『3 月限発会からは、その限月のみを対象に戻り売り方針。

しかし幾らの逆ザヤで生まれるかはまだ判らないので、出てから考える相場ではあるが』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、先週の高値 69,25069,25069,25069,250 円（円（円（円（8/238/238/238/23））））は 2 月限であり、週明け発会した 3 月限は

1,000 円弱の逆ザヤであるため、発会後に 66,66,66,66,111100000000 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。 

発会後、上下およそ 2,000 円の動きであるが、バーナンキ発言を受けた夜間取引では、67,720

円の終わりとまた発会後の高値圏に戻っている。 

    

先週号で『灯油の戦略で普通なのは、灯油の戦略で普通なのは、灯油の戦略で普通なのは、灯油の戦略で普通なのは、1111 月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、3333 月限は売るというのが月限は売るというのが月限は売るというのが月限は売るというのが

常套手段であるゆえに常套手段であるゆえに常套手段であるゆえに常套手段であるゆえに』としたが、今のところまだパラレルに動いているのだから、これが功を

奏するかどうかは時間の経過が必要だ。 

…中略… 

    

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \67,750 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \67,730 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \69,400 8 月 23 日 \56,800 6 月 26 日 \67,910 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \69,420 8 月 22 日 \57,080 6 月 29 日 \67,890 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \69,250 8 月 23 日 \61,350 7 月 26 日 \67,660 

2013 年 3 月 \\\\67,50067,50067,50067,500    8888 月月月月 27272727 日日日日    \\\\68,09068,09068,09068,090    8888 月月月月 27272727 日日日日    \\\\66,10066,10066,10066,100    8888 月月月月 28282828 日日日日    \66,870 

  

8/8/8/8/31313131 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

8/8/8/8/25252525 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、もっと天狗ザヤが形成されても良いのではないかと思うものの、

サヤ取り派が少なくなってしまっているのも事実。それでも一応考え方としては、1 月限の押し

目買い、3 月限の戻り売り戦略であり、大きな変動は FOMC 明けと見ている。 
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〔為替〕〔為替〕〔為替〕〔為替〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

79.66 円（8/20）まで円安が進んでいたが、80 円台乗せとはならずに反落。この週末の NY

タイムでも、バーナンキ発言で円高バーナンキ発言で円高バーナンキ発言で円高バーナンキ発言で円高////ドル安は進んでおり、円高は一時ドル安は進んでおり、円高は一時ドル安は進んでおり、円高は一時ドル安は進んでおり、円高は一時 78.1778.1778.1778.17 円を記録円を記録円を記録円を記録している。 

8/1 に記録した 77.91 円、6/1 に記録した 77.66 円までは無いものの、実際に QE3 が発動され

て日米の金利差が縮小し、ドル安/円高が進む可能性もゼロではない。 

 

『円は買われ過ぎ』という識者のコメントは事実なのだろうが、…中略… 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/円は完全に横ばいで、週末の NY タイムでも 98 円 40 銭台の終わり。チャートでは 94

円は円高ピークだったのだろうし、ただし 102 円と来ないと円安トレンド転換にもならない。 

 

次週は 6 日（木）に ECB 理事会があり、スペイン問題なども話し合うのであろうが、その結

果で幾らか動くのだろうか？ 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 徐々にドル安が進行している形であり、一目均衡表の雲上に出ての推移は、今後もドル安/ユ

ーロ高が進む事をチャートは暗示している。 

 

週末のユーロ週末のユーロ週末のユーロ週末のユーロ////ドルは、一時ドルは、一時ドルは、一時ドルは、一時 1.261.261.261.26 ドル台へと下落ドル台へと下落ドル台へと下落ドル台へと下落。…中略… 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


